
猫
逸
の
食
糧
生
産

(密

.礎嚢

塞
妬
。婁

。肌嬉

.吼が
鐸
)

り

隊
洲
大
戦

の
終
熄
は

大

森

研

造

一
九

一
九
年

に
於
け
る
猫
逸

の

食
糧
楡
入
に
關
す
る
調
査
の
開
始
を
緊
要
な
ら
し
め
た

り
、
職
囲

の
意
思
な
き
者
を
し
て
故
意

に
餓
死
せ
し
む

る
が
如
き
は
吾
人

の
徴
せ
さ
る
所
な
れ
ば
須
ら
く
猫
逸

ゴ
に
射
し
て
食
糧
輸
入

の
門
戸
を
開
放
せ
ぎ
る
べ
か
ら
チ

.

弦
に
於
て
か

一
先
づ
濁
逸
國
民
に
幾
程
.の
購
入
を
許
す

う

く

り

べ
き
か
7二
今
後
不
慮

の
事
塑

に
謝
す
る
準
備
ご
し
て
殺

ぐ

　

物

の
貯
藏
を
許
す
べ
き
か
三
次
回
の
牧
穫
期
に
至
る
ま

く

う

で
實
際

の
必
要
量
に
制
限
す
べ
き
か
四
第
三
の
場
合
に

於
け
る
需
要
量
果
し
て
如
何
等

の
問
題
を
生
事
。
戦
前

に
於
て
濁
逸
は
多
量
の
小
変

、
大
変
、
玉
蜀
黍
、
燕
姿

.

及
油
種
等
を
輸

入
せ
し
も
、輪
幽
品
は
僅
か
に
甜
菜
糖
、

製
陶
、
腸
詰
に
過
ぎ
ざ
り
し
を
以
て
競

れ
ば
食
糧
自
給

の
途
立
な
さ
り
し
や
瞭
に
し
て
閑
職
後
輸
入
杜
絶

の
結

果
二

九

一
五
年
以
肇

は
從
來
の
地
位
を

「
愛

せ
ざ
る

雑

録

濁
逸
の
食
糧
生
産

可
ら
ざ
る
に
至
れ
り
。

由
來
濁
逸
は
地
味
肥
沃
に
し
て
肥
料
豊
富
な
り
加
之

ス
カ
ソ
デ
ナ
ピ
ア
よ
b
多
量

の
窒
素
肥
料
を
輸
入
し
て

之
を
施
用
し
た
る
が
な
め
肥
度
著
し
く
増
加
し
土
質
加

里
性
分
を
有
す
る
地
方

は
馬
鈴
薯

の
敗
穫
を
増
加
し
得

べ
く
叉

一
方
耕
作
地

の
振
張
ご
他
方
牧
場
地
積

の
減
縮

と
は
猫
逸
国
民

の
食
糧
供
給
純
額
を
増
進
せ
し
め
授
り

濁
逸
全
面
積

の
九
割
四
分
は
耕
耘
に
適
し
之
を
英
本

圃
の
八
割
四
分
な
る
に
比

す
れ
ば
大
な
る
逕
庭
あ
り
、

因
に
謂
ふ
杢
欧
洲
に
於
け
る
最
沃
土

な
る
匈
牙
利
は
九

割
六
分
　、一厘
に
し
て
最
瘠
土

π
る
諾
威
は
二
割
八
分
七

厘
な
り
ご
。

濁
い逓
は

一
九

一
八
年

の
後
地†
迄
嵐
呈
饒
な
る
ア
ル
サ
ス

・
i
レ
ソ
を
領
有
せ
し
が
現
在
は
然
ら
す
、
且
戦
時
中

同
国
の
農
業
に
貢
献
せ
し
三
百
萬
人
の
露
国
捕
虜

は
漸

次
本
國
に
復
曝
す
べ
き
が
故

に
農
業
勢
働

の
不
足
を
生

じ
食
糧
生
産

に
著

し
き
影
響

を
来
た
す
や
論
な
し
。
開

戦
前
二

九

「
四
年
七
月
)
に
於
け
石
猫
逸
の
状
態
は
注

目
に
値
す
べ
く
左
に
藺
草
な
る

「
表
を
以
て
之
を
示
さ

ん
。

、

.

第
九
巻

〔第

四
號

}
三
三
}

六
〇
七

「

「

「



雑

躁

矧
逸
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食
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産
「
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O
O

O
人

一
二

三

、八
四

〇
、
O

O
O

エ
ー
カ
ー

幽八
二

、削
回
O

Q
、
Q

O
O

二

〇

、入

八

入
、
O

O
O

=
一一二
、占ハ
⑤
○

、
Q

O
O

三

五

、
二
八

O
、
O

O
O

九

、
「
二

Q
、
O
Q

O

七

、九

二
〇

、
○
○

○

}
、
二
〇

〇
、
∩)
O
Q

二
七

一
、
O

O
Q

`

四

、
五

二

三
、
O

O
O
頭

二

〇

』

八

二
、
○

O
O

・

五

、八
〇

三

、
O

O
O

一
=

、
九

二
三

、
O

Q
O

.

八

二
、
七
〇

二

.0

0
0

伺
公

署

の
獲
表

せ
し

一
九

一
五
年

ご
戦
前

こ

の
牧

穫

に
聞

す

る
比
較
表

を
示

せ
ば
左

の
如

し
。

(戦
前
V

二

九

一
五
年
)

小

変

四

一百
瓜
丼
崖

三
八
百
高
封
皮

裸

妻

一
〇
八

,
九
一

一
夫

妻

三
「

二
四

…
玉

蜀

黍

八
二

五
〇

一
合
若

し
上
掲

公
署

の
計

算

に
し

て
信

を
措

く

に
足

る一

…
ε
せ
ぱ
、
戦
争

の
開
始
ご
共
に
農
産
物

の
牧
穫
が
著
し

く
減
退

せ
し
こ
ご
を
窺
知

し
得
ベ
レ
、
但
し
小
萎
及
裸

委

は
未
だ
長
期

の
職
聲
を
豫
想
せ
ざ
り
し

】
九

一
四
年

第
九
巻

〔第
四
號

一
三
四
)

六
Q
八

の
秋

季

に
播

種

せ
し
も
.の
な

、る
を
以

て
其
差
額

比
較

的

大

な
ら
す
。

何
回
國
各
聯

邦
.は
各
別

の
牧
穫
計

算
を
有

す
今

一
九

}
四
.年

に
於
け

る
其
地
方

別
生
産
高

を
示

せ

ば
次

の
如

し
。

小
蛋

裸
要

大
要

燕
饗

馬
鈴
薯

干
財
建

干吋
芝

下
噌
虻

千
舟
愛

子
封
匹
.

.

.フ

・

シ

ア

晃

、四
柔

聖

、窒

三

、量
.

套

、萎

萎

、
一三

バ

ヲ

リ

ア

四
、
海
量

サ

キ

ソ

ニ

ー

唇
.う
「
内
三

メ

ク

レ
p
ン

.フ

ル

肘グ

一
、五
一
〇

プ

ル

ン

ス

ウ

イ

ソ

〃

九
倉

バ

ー

ゲ

ン

九
〇
】「

ウ

ユ

ル

テ

ン
プ

ル

グ
.

へ
窪

ア

ル

サ

ス

ロ

ー

レ

ン

島
、
天

一

距
、
　「合

図
、
九
〕
昌

隅
、
(
8

(
二
〇

九
〇
〇

悪

人

.

四
五

七
.
O
≡

・
毛

　「

羽
.8

竃

五

一
δ

突

一
・
ゼ
三
附

一
、
0
倉

脚
、　天
四

四
、(
覚

≒
究

O

.

一
、§

一
、
幽
.一刀

]「
、
六
δ

一三

〇
ロ

四
六
、六
只

見

-四査

【四
、
一8
.

三
「老

四

=
、
三
凪

δ

ぺ
3

三
或
茜

白
星
硯
之

.プ
ロ
シ
ア
及

バ
ワ
リ
ア
は
小
変
國
に
し
て

殊
に
前
者
は

裸
萎
及
馬
鈴
薯
に

つ
き

一
段
優
秀
の
地

位
を
占

め
ρ

飲
酒
の

風
習
盛

な
る

バ
ワ
ソ
匿
は
.自
然

大
変

の
大
群
作
者
に
し
て
且
つ
燕
饗
を
も
多
量
に
栽
培

.

す
。一良

好

な
る
小
変
及
馬
鈴
薯

の
耕
作
地

把
る
ア
川
ナ
ス

ロ
ー
レ
ン
は
佛
國
に
還
附

せ
ら
る
Σ
な
ら
ん
も
此
地
方

に
於
て
は

撮
多
燕
婆

の
栽
培
極
め
て
尠

し
、
今
戦
前
に

「

於
け
る
食
糧
鹸
出
入
の
献
呪
を
左

に
示

さ
ん
。



亜 爵米玉 無大 裸妻 小

麻 鈴 蜀

仁 著 黍 亥嬰 変 粉 穿

輸
入二

五
百
蒔
η
匪

四
三
三五 四二 九

輸
出五

百
薪

匝

二九淵巳

輸

人
品

の
大
宗
な
る
大
饗
は
園
内

に
於
て
三
千
三
百

寓

封
度

の
牧
穫
あ
る
に
拘
は
ら
ネ
之
ご
同
額
の
楡
入
を

な
す
は
暴
れ
夢
酒

の
醐
…造
に
供
せ
ら
る
き
が
な
め
に
し

て
爾
馬
鈴
薯
が
五
億

一
千
萬
封
度
の
股
楼
あ
る
に
拘
は

.

ら
で
そ
の
輸
出
額
は
僅

か
に
三
百
萬
封
度

に
し
て
却

っ

て
四
百
萬
封
度
の
輸
入
を
仰
ぐ
が
如
き
は

一
方
其
大
部

…
が
酒
精
其
他
化
準
用
薬
品

ご
し
て
使
凧
せ
5
る
㌧
と
他

方
二
千
二
百
萬
頭
の
豚

の
飼
料
に
供
せ
ら

る
＼
が
な
め

な
り
。

.

一
九

一
九
年
に
於
て
濁
逸
が
若
し
嬰
酒

の
飲
用
払
腰

」止
し
且
馬
鈴
薯

の
塗
部

を
食
料

に
充
當
す
ご
せ
ば
ー

ー

後

の
場
合
に
於
て
は
多
あ

豚
を
失
は
ん
1

戦
前
の

.

数
字
を
基
礎

こ
す
る
も
尚
且
自
給
自
足

の
途

を
講
ず
る

一

と

こ
を
得

ぺ
け
ん
、
叉
五
百
萬

エ
ー

カ
ー

の
牧
場

が
耕

雑

録

濁
逸
の
食
糧
生
産

作
せ
ら
れ

}
エ
i
カ
-
に
付
き
季
均
八
千
封
度

の
穀
物

を
生
産
す
と
假
定

せ
ば
全
膿
に
っ
き
て
は
四
百
億
封
度

の
増
加
を
見

る
べ
く
而

し
て
閑
職
前

に
於
け
る
食
掛

の

純
輸
入
額

は
六
百
二
十
億
封
度

に
し
て
其
内
三
百
二
十

億
封
度
は
天
姿

な
り
、
弦
忙
於

て
か
濁
逸

の
食
糧
問
題

に
關
し
て
は
左

に
掲
ぐ
る
四
方
注
の
内
何
れ
か
を
選
擁

す
る
こ
ご
に
依
り
て
本
年
を
無
惹
に
輕
過
し
得

べ
し
て

ふ
結
論
に
到
着
す
る
も

の
＼
如
し
帥

ち

「
約
二
百
二
十

　

で

億
封
度

の
輸
入
を
仰
ぐ
か
こ
婆
酒

の
飲
用
を
屡
止
し
て

く
　

大
変

の
食
用
を
.拗
行
ず
る
か
三
家
畜

の
飼
養
を
牢
減
し

ぐ

て

一
方
馬
鈴
薯

の
消
費
を
軽
減

し
他
方
牧
場
を
開
墾
し

ラ

ヒ

て
穀
物
を
栽
培

す
る
か
四
全
国
民
の
穀
物
食
用
に
謝
し

く

二
割

の
減
食
を
断
行
す
る
か
に
在
り
。

乍
併
嚴
重
に
封
鎖
ぜ
ら
れ
し
濁
逸

は
恐
ら
《
新
穀
を
穫

る
ま
で
に
家
立
田
の
大
宇

を
屠
殺
せ
ざ
る

べ
か
ら
だ
る
運

命
に
在
り
何

と
な
れ
ば
八
月
以
前
に
於
て
製
粉
す
べ
き

何
程

の
穀
物
を
も
有
せ
す
而
か
も
馬
鈴
薯
　の
牧
穫
は
十

月
以
後
な
れ
ば
な
り
。

畳
明
な
る
纒
濟
論
は
濁
逸

が
購
入
せ
ん

こ
欲
し
聯
盟

國

が
即
時
に
費
卸
し
得

る
食
糧
を
以
て
こ
の
危
機
を
無

策
九
巻

(第
四
競

一
三
五
)

六
.〇
九

層
.



雑

録

砒
會
問
題
詳
論

　
事
に
纒
過
せ
し
む

る
の
最
頁
策

な
る
べ
き
を
示
せ
り
、
.

}

但

し
聯
盈
幽
が
此
機
に
乗
じ
て
金
銭
上

の
利
益
を
獲
得
一

せ
ん
こ
し
或
は
濁
逸
を
し
て
新
版
穫
以
上
に
浜
外

の
貯

蔵
を
許

丁
が
加
〃き
は
策
を
得
北
る
も

の
ご
謂

ふ
べ
か
ら

肇
。濁

逸

ご
雌
も

一
年
に
亘
り
て
節
約
し
得

る
食
糧
額
を

今
後
三
箇
月
問

に
節
約
す
べ
し

ご
云
ふ
が
如

き
は
到
底

貴
行
し
得
ざ
る
所
な
り
。
乍
併
稠
逸
も
今
秋

に
於

て
は
…

一
箇
年

の
孕
時
必
要
額
に
相
當

す
る
新
牧
穫

を
得

べ
く

從
っ
て
吾
人
が
前
述
せ
し
三
縄
濟
策
の
何
れ
か
を
實
行

ず
る
に
於
て
は
其
期
間
内
国
民
を
養
ふ
ご
ε
を
得

ぺ
け

」
・
・

L


